
U05-P04 会場:コンベンションホール 時間:5月 22日 18:15-19:30

地球電磁気学・地球惑星圏科学の現状と将来（３）–研究推進に必要な技術開発・環
境整備
Current status and future vision of SGEPSS (3)- Instrumentation, computer simulation/modelling,
and data system/handling
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地球電磁気・地球惑星圏学会 (SGEPSS)では、2012年 5月に将来構想検討ワーキンググループを発足させ、学会とし
ての将来構想「地球電磁気学・地球惑星圏科学の現状と将来」をまとめてきた。この将来構想は、2013年 1月の時点で
完成版を作成し、学会ホームページでの公開と冊子体の作成を行った。本発表では、この「地球電磁気学・地球惑星圏
科学の現状と将来」のうち、研究推進に必要な技術開発・環境整備 (観測機器開発，計算機シミュレーション・モデリン
グ，データシステム・処理技術)について紹介する。
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